
ＴＴＣ提案山行実施記録 

  ２０１３年１０月１４日報告者：佐藤 清 (1/2) 

山行名 西丹沢・ユーシンキャンプ（大石山） （神奈川 1219.7m） 

実施日 ２０１３年１０月１２日（土）～１３（日）      １泊２日  マイカー利用 

天候／参加人員 天候：晴れ       レベル：★☆     参加人員：６名 (男３名/女３人) 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL:、SL:、会計：、救護：、計画：、 ｶﾒﾗ：    スタッフ名削除 

参加メンバー 参加者氏名削除            計６名 

費用 

一人当たり 

2,300 円 

 

（内訳） 

マイカー使用料 1,000 円（\10×100km）、ドライバー謝礼 5,000 円（\2,500×2 日）、燃料代 1,938

円（\155×100km÷8km）、                 交通費計 7,938 円 

共同食料 4,578 円、ガスボンベ 920 円（\460×2 ヶ）カンパ金 364 円 合計 13,800 円 

歩行/行動時間 

 歩行時間 休憩時間 行動時間 備考 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 2:20/4:30 ― ― 

1 日目/2 日目の記録 計画 ― ― 3:30/6:30 

実行 2:04/3:45 0:26/1:47 2:30/5:32 

実行コースタイム記録 

◆10/12(土)  
                       R248  1:30                    0:09                     0:45           0:37 
本厚木イオン正面入り口（食料購入）＝＝＝丹沢湖ビジターセンター＝＝＝ユーシンロッジ入口駐車場―――新青崩隧道―――昼食 
    7:55～8:20                      9:50～56                  10:05～30             11:15～23     12:00～18 

0:42 
―――ユーシンロッジ近辺テント設営場（泊） 
               13:00 

◆10/13(日) 
       0:50      0:19      0:13        0:42       0:02    昼食    1:04         0:35      2:17 
テント場―――大岩上――大石山――ブナ茸取り―――テント場――ユーシンロッジ――新青崩隧道――駐車場＝＝本厚木駅 
 7:55      8:45～51   9:10～9:47  10:：00～08     10:50～11:10    11:12～38      12:42～52     13:27～38    15:55 
 

突然ではあったが、計画者のＭｓさんが山行日に用事ができて参加できず、参加を希望したのでピンチヒ

ッターのＣＬが回ってきた。Ｍｓさんの経験やおもてなし（今年の流行語？）には到底及ばないものの、小

ジンマリやって酒が飲めればいいかと開き直ってＣＬを引き受けることにした。 

８時前に厚木イオン入口へ全員が集まり、ワイワイガヤガヤと食材を調達した。今回の山行の楽しみと言

ったら食事をしながらのおしゃべりとお酒だと思ってる。 

食材を調達して、ユーシンに向け出発し時間があるので、東名高速にも乗らず、のんびりと行くことにし

た。玄倉のユーシンロッジでトイレ休憩して、ユーシン入口駐車場に向かった。流石に三連休で駐車場には

ほぼ満杯の車が止まっている。 

ここに車を止めて準備体操を怠りなく行い歩き出す。ユーシンに向かう林道から緩やかに標高を上げてい

く。駐車場からユーシンロッジまでは約７km の道のりをのんびり行くことにした。 

真っ暗な『新青崩隧道』前で休憩を取り、ヘッドライト付けて灯りを頼りに進んで行く。玄倉ダムに着く

頃には、林道沿いの木々も若干色づき始めたように思える。沢の水が本当にキレイで、いつも見事なエメラ

ルドグリーンである。林道沿いにはイワシャジン、アキノキリンソウやダイモンジソウが咲いて秋を感じさ

せる。 

駐車場から約２時間歩きユーシンロッジ入口の標識に着き左に曲がると、標高で４００ｍほど登ってきた

ことになる。橋を渡る手前のチョロチョロ出る水場の水をコップですくい、各々が持参した２Ｌペットに飲

み水+料理水を満タンして、ユーシンロッジから大石山方面に向かい橋を越えるとビバーグ地である。 

 橋を渡った所にテントを２張りして、薪を拾い集めてから、500ml のスーパードライから始めて、料理を

作りながらワイン、日本酒、さくらんぼ酒、梅酒、ウイスキーと焼酎とお酒は色とりどり好きなものを酒番

人のＩｔさんに注文する。 

美味しいカレーをたっぷり食べ、酒を飲み、頃合いをみてＫｓさんとＩｔさんやＫｙさんが片付けをした

らしい。私は既にテントで寝た後の出来事であった。 

翌朝の起床は６時でテントやフライを木に引っかけて干し、サッポロ一番味噌ラーメンを食べて、昨年は雷



鳴（ン！？）により中止した大石山に、500ml の水のみで出発した。              （2/2）      

途中で秋の花やホコリ茸が出迎えてくれる。登っているとハシゴや鎖が出てきて少々変化に富んだ山道が

続き楽しみながら歩くことができる。４５分ぐらい歩くと大きな石の横を通過するが、Ｍｍさんが『この大

きな石から大石山と言うのかしら』と言ったが、その通りの様な感じがする。出発から７０分ほどで山頂に

着いた。山頂で休憩していると檜洞丸方面から男女の年配者が来た。『少し、檜洞丸方面に行くと、富士山

が綺麗に見えるし、長い鎖場もあるよ。』と言うので、行ってみると綺麗な富士山が大きく見えた。そこか

ら、少し行くと２０ｍはある鎖場があったので、４名が降りて楽しんだ。 

山頂から下ってから１０分ほどで先ほどの二人が何かとっている。聞いてみると『ぶな茸を取っているんで

す。』という訳で、我ら有志３名も小ビニール袋一杯にしていた。 

 テント場に戻り、干してあったテントやフライをたたみ、荷物をパッキングして、ユーシンロッジ前の広

場で昼食となった。因みにロッジ前の公衆電話は使えない。 

 食材やお酒がなくなり少し軽くなったザックを担ぎ、駐車場に向かい出発をした。駐車場には、予定時間

に着き高速道路を使わず帰宅に着いた。 

参加者された皆さんには、食材の調達、料理や片付けを積極的に行って、山行を盛り上げていただきまし

て、ありがとうございました。 

 


